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北朝鮮（朝鮮民主主義人民共和国）は，世界規模で冷戦構造が終結した後も独自の社

会主義体制を維持している。その中核には，1960年代末までに基本形がつくられ，姿

形を変えつつも今日まで受け継がれている独自の思想とそれにもとづく体制がある。そ

のため北朝鮮史研究では，その特性や形成過程の解明が重要な課題となってきた。その

歴史過程ではソ連や中国などとの関係，朝鮮戦争，権力闘争などの契機が大きく作用し

てきたため，政治外交史的なアプローチが先行してきた。しかし，その結果として，北

朝鮮社会を一枚岩的に描いてしまったり，政治上層部にばかり関心が集中したりといっ

た傾向を有してきたことは否めない。こうした一枚岩的な社会像や国家中心的アプロー

チを克服し，北朝鮮社会を生きた人々のリアリティに接近するための歴史研究が国内外

で徐々に進展しつつある。ただ，そうした研究は緒についたばかりであり，多様な個別

の事実解明を進めるのに並行して，分野を越えた総合にもとづいた新たな全体像を構築

することが必要となってきている。

そこで本研究は，文化を中心に据え，体制形成期（1945～60年代）の北朝鮮におい

て，人口や情報の流動性を背景として，いかに文化の諸領域が歴史的に形成され変化を

遂げてきたのかを学際的に明らかにすることを目的とする。本研究で文化とは，学問・

文芸・教養などの上位文化と，一般の人々の生活文化の両方の意味をもつものとする。

ここで重要なのは，文化が政治とは全く無関係の領域でもなく，だからといって単なる

政治の従属変数でもなく，政治過程との結びつきをもちながら，それ自体の論理と政治

性を有しているという点である。そうした文化のダイナミックな様相を明らかにするた

めに，本研究では，社会の流動性，北朝鮮外の人口の相互影響，個人の能動性，文化の

諸領域の相互関係（収斂）という 4つの観点を一貫して導入する。

本特集は，こうした観点からおこなってきた共同研究の成果の一部である。本特集で
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は，これまで積極的には利用されてこなかった資料を存分に活用し，日本による植民地

期からの連続性と断絶という観点に加え，社会主義諸国や戦後日本との関係も視野に入

れた研究成果を公表する。具体的には，まず 1946年の普通江改修工事を，植民地期か

ら解放直後にかけての都市計画の連続と断絶という観点から把握する（谷川竜一）。次

に 1946～47年の黄海道平山郡の刑事訴訟記録を素材に，新たな社会的規範構築のプロ

セスに迫る（板垣竜太）。また，金日成を中心とした解放前の中国東北地方武装闘争の

歴史を当時の北朝鮮が調査団を組織して掘り起こし，新たな現代史として構築していく

過程を明らかにする（水野直樹）。さらに，在日朝鮮人を主たる読者と想定して北朝鮮

で発行された雑誌『祖国』（1964年創刊）の音楽関連記事を拾い，この時期の文化の相

互作用を解明する足がかりとする（森類臣）。以上の研究を通じて，本特集は，体制形

成期の北朝鮮文化の流動性とダイナミックな変化を歴史的に捉えることを目指す。
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